
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆会長挨拶◆黒羽 好夫 会長 

 先週の６月１０日は

県北第１分区の新旧合

同会長幹事会がホテル

辰巳屋で行われました。 
 旧会長幹事会は佐藤

信博ガバナー補佐を中

心に今年度の各クラブ

の活動について協議してまいりましたが今回が最終

で９回目となります。 
今年度の奉仕活動を中心に報告と反省の発表をい

たしました。また、今年度は第１分区のロータリア

ンの皆さんには格別のご協力をいただきましたこと

の御礼を申し上げました。 
会議の後は新旧合同で懇親会を行いましたが新旧

の会長幹事の表情が違うのは毎年のようです。 
次年度の会長幹事は希望に満ち溢れた顔でした。 
今年度はガバナー輩出クラブとしてたくさんの会員

が地区の仕事をされましたが次年度も当クラブより

５名の方が地区の委員として 指名されました。 
のちほど、委嘱状をお渡しいたしますので今後のご

活躍を期待いたします。 
そしてクラブの奉仕活動にも多くの助言と援助をお

願いいたします。 
また、来週の６月２２日は午後５時より創立 40 周年

記念例会となっております。 
大震災の影響で記念式典や家族観桜会も含めていろ

いろな行事が中止になっておりました。 
さらに例年ですとこの日は新旧委員会歓送迎会の夜

間例会にもなっております。式典例会ののちにはそ

れらの行事をまとめた形で大いに親睦を深めて今年

度のまとめにしたいと思います。 
ぜひ、会員の皆様には全員ご出席をしていただきま

すよう、重ねてお願いいたします。 
 
◆次年度地区委員委嘱状交付◆ 

次年度地区委員会の

方々へ委嘱状を交付い

たしました。 
・新世代委員会 

 佐久間功委員 
・ロータリー財団 

 斉藤浩委員 
・地区資金委員会     吉田和義委員 
・新世代委員会      伊藤弘子委員 
・ロータリー財団     高橋勇雄委員 
 

 

 

 
平成 23 年 6 月 15 日（水）サンパレス福島 

■メークアップ/31 名 ■修正/69 名 ■修正率/100％ ■会員/69 名 ■出席/38 名 ■出席率/55.07％ 

今月・来月のプログラム 
6 月 22 日(水) 創立４０周年記念例会 新旧委員会歓送迎会  

6 月 29 日(水) 会員スピーチ（会長･幹事挨拶）＊バッチ交換 

本日のプログラム 
１ 開会点鐘 

２ ロータリーソング 我らの生業 

３ 四つのテスト 

４ 来訪者紹介と会長挨拶 

５ 次年度地区委員委嘱状の交付 

６ クラブ協議会 新会員入会承認の件 

７ 幹事報告 

８ クラブ協議会（活動報告②）

９ 各委員会報告 

10 閉会点鐘 

 

第 46 回例会 

 
7 月 6 日(水) 新会員入会式 クラブ協議会（前年度各表彰）

7 月 13日(水) 根本一彌ガバナー公式訪問 

 

◆クラブ協議会 活動報告◆ 

●スマイリングボックス委員会 三浦善治 委員長 
今年度は目標額に届かな

いかもしれませんが、例会

の休会や被災、災害による

経済環境の厳しさを考慮

すれば、初期の目的は十分

達成したものと思います。 
●奉仕プロジェクト管理委員会 大野順道 委員長 

２つの事業に直接関わりま

した。 
１つ目は創立４０周年記念

事業として創設した、福島

南ロータリークラブ奨学金

制度です。福島成蹊高等学

校の３名の学生を８月と１２月の例会に招き、奨学

金を授与いたしました。 
２つ目は福島成蹊中学校１期生への職場体験です。

中学生に自主的に自己の進路を選択できる能力や正

しい勤労観、職業観を身につけ、社会人、職業人と

して自立できるようにするためのキャリア教育です。

この度ご協力頂けます事業所様に感謝申し上げます。 
●職業奉仕委員会      福田 順一 委員長 

｢職業論理の高揚｣に沿った

職業論理･道徳を重視した

職業奉仕活動を実施します。 
１、職業論理を深める。 
２、４つのテストの再確認 
３、ロータリーバッジ（襟

章）の常時着用運動 ４、職業奉仕プロジェクト 
●社会奉仕委員会      佐久間 功 委員長 

本年度は原点に返り、ロー

タリーの特徴である「異業

種交流」「友情・連帯」のパ

ワーを活かし、私たちふる

さとの生きるロータリアン

が、手をつなぎ一歩前に出

て、まずは身近な地域社会をもっと元気にし、ロー

タリアンならではの社会奉仕を実現したいと考え行

動しました。特に今年度は当クラブ輩出の大橋ガバ

ナー年度でもありましたので、ガバナー方針に基づ

いた活動をと心がけました。 
●国際奉仕委員会       吉田和義 委員長 

1、教育支援予算は年間

200,000 円で期間は３年間

とする。 
2、支援内容は師範学校に進

学させる奨学金とし、２名

の学生を支援する。 
3、教育支援はアジア友好協会と協定書を結び、アジ

ア友好協会を通して送金する。 

●新世代委員会        本田光男 委員長 
ロータリアンの責務でもあ

る「新世代に将来への準備を

させていく支援や指導」に努

めていくことを委員会目標

に活動しました。具体的な活

動は、 
○リトルリーグ・マイナーチームによる「大声杯」を

社会奉仕委員会と共同で実施 
○成蹊 IAC との連携を密にし例会の充実及び活性化 
○IAC の県北第一区分･第 2530 地区の行事への参加 
○「ロータリーの友」を成蹊 IAC に提供し、ロータ

リーへの理解を深めました。 
●米山記念奨学会委員会    植木洋司 委員長 

本年度は中国から留学生福

島大学大学院生の唐娜拉さ

んを奨学生として向かえて

たのしい交流が出来ました。

ただ、3 月の大震災の影響に

てあわただしく帰国されゆ

っくり出来なかったことが少し残念です。今年度の

米山奨学会への寄付金も（6／8 現在）合計 83 万に

も達しました。 
●ロータリー財団委員会    菅原節子 委員長 

社会奉仕活動の基礎とな

りますロータリー財団へ

の基金のご協力誠にあり

がとうございました。 
･第 2530地区方針 1人 100
ドル達成。 

･恒久基金 ベネファクター1000 ドル 3 人達成。 
マッチンググラントを実施し被災した相馬社会福祉

協議会へリフトカー1 台と車椅子 5 台（総額 337 万

円）を送ることが決まりました。 
横浜港北ロータリークラブ 
台湾剣譚ロータリークラブ 
福島南ロータリークラブ 
 
◆スマイリングボックス◆ 
・活動報告ありがとうございます。黒羽 好夫 会長 
・今年度あと今日含め３回 会長･幹事に感謝 

鈴木 光一 会員 
・各委員会活動報告ご苦労様です 高橋 和之 会員 
・来週４０周年例会たのしく!!   林 克重 会員 
 
スマイル  32,000 円 累計 1,658,501 円 
財団・米山  39,000 円 累計 1,739,000 円 
 
～ 私の職業の目的 ～ 福田 順一 会員 

「真実一路」 
―編集後記―  
今年度最後の当番となりました。ご協力ありがとう
ございました。           （丹治洋子） 


